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「化学書資料館」の内容概略と使い方

丸善出版株式会社



「化学書資料館」とは？

1

日本化学会編の専門書

151冊・約85,000ページを

オンラインで横断検索・閲覧できる

データベース

絶版の書籍も収載
法人版は

同時アクセス制限なし



「化学書資料館」で閲覧できるコンテンツ

・『化学便覧基礎編』（改訂６版）
・化合物検索…『化学便覧基礎編』4.2節（無機）、5.1節（有機）掲載

化合物の内容をまとめたデータベース（冊子非掲載の化合物も収載）

・『化学便覧応用化学編』（第５版・第６版・第７版）

・『実験化学講座』（初版・続・新・第４版・第５版）

・『標準化学用語辞典』（第２版）
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●化学の全般的な分野を網羅したデータ集

● 専門分野の方はもちろん、他分野、周辺分野の
研究者・技術者が利用する

● 2021年刊行『化学便覧 基礎編 改訂6版』を
新たに収載

『化学便覧基礎編』

閲覧できるコンテンツの特徴（1）

さまざまな数値データを調べるのに便利
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● 『化学便覧 基礎編』掲載の“化合物の性質”
（4.2節，5.1節）をWeb用に再構成

●収載化合物は冊子の約1.5倍の13,000以上

● 各化合物のページより、「化学書資料館」の
他コンテンツへアクセスが可能

閲覧できるコンテンツの特徴（2）

化合物の基本的な情報を確認
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化合物検索



『化学便覧応用化学編』

● 化学の応用や技術に関して、概論を知りたいと
きに最適な便覧

● 基礎的な有機化合物から、電子材料、医薬品、
バイオマテリアルなどまで幅広く掲載

閲覧できるコンテンツの特徴（3）

ある分野や概念の概要を調べるのに便利
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『実験化学講座』

● 実験に関する調査に最適な
実験指導書

● 初版から第5版まで、合計
143冊を収載

● 基礎的な内容から、各分野
の専門的な実験までを網羅

閲覧できるコンテンツの特徴（4）-1

第5版

第4版

新（第3版）

続（第2版）

初版基本的な実験手順の確認に便利
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『実験化学講座』各版の特徴
初 版：学生実験で行うような定番の実験が充実

続(第2版)：分析の原理が詳しい

新(第3版)：基本操作、基本技術をはじめ丁寧に解説

第4版：有機合成実験が充実

第5版：「基礎編」の巻を設けて、化学実験の心得を
一から解説

閲覧できるコンテンツの特徴（3）-2
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閲覧できるコンテンツの特徴（5）

『標準化学用語辞典』

●「学術用語集 化学編」に掲載された用語をも
とに、日本化学会が用語の正確な定義・使い方
をまとめた辞典

● 論文・レポートなどの資料作成の際に安心し
て使える

信頼のおける用語集
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閲覧できるコンテンツの検索対象・表示方法

コンテンツ名 版 キーワード
検 索 全文検索 表示方法

化学便覧基礎編 改訂６版 × ○ HTML

化合物検索 化合物名(日・英)、化学式、分子量・式量、
融点・沸点、色・結晶系などの情報が検索対象 HTML

化学便覧応用化学編
第６版・第７版 ○ ○

PDF
第５版 ○ ×

実験化学講座
第５版 ○ ○

初版 ～ 第４版 ○ ×

標準化学用語辞典 見出し語および全文が検索対象 HTML
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基本操作：化学書資料館TOPページより検索

「サイト検索」にキーワードを入力
して、検索ボタンを押すと、すべて
のコンテンツを一括で検索
ここでは、ガスクロマトグラフィー
を検索
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基本操作：TOPページからの検索結果

検索したキーワードにHit
する件数が、コンテンツ
ごとに表示される

ここから、閲覧したい
書籍を選択する
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基本操作：TOPページからの検索結果；実験化学講座

版数の新しい順
に表示される

巻タイトルから、
どのような視点で
書かれているかが
イメージできる

「詳細」に●が
ついている項目
には詳しい説明
が含まれている
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基本操作：内容の閲覧（『実験化学講座』『化学便覧応用化学編』）

該当巻の目次が表示
される。
項目をクリックする
と、該当ページに直
接移動できる。

ページの移動は画面上部
のボタンを使う
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共有や備忘録の作成に役立つ、
ページのURLも表示

奥付へのリンクはレポート
作成で出典を記入するとき
に便利！



基本操作：内容の閲覧（『化学便覧基礎編』）
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一つ前の画面に戻る場合
は「戻る」ボタンを使う

閲覧中のページと関
連する項目が表示さ
れる。クリックする
と移動できる。

リンクをクリックすると
図表が閲覧できる。

本文・表はHTML形式
で表示。ブラウザの
「ページ内検索」の活
用が便利。



実験準備例① アセトアニリドの合成

操作１．アセチル化反応によるアセトアニリドの合成
操作２．吸引ろ過による結晶析出
操作３．再結晶による精製

アニリンと無水酢酸との反応によってアセトアニリドを合成する。
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アセトアニリドの合成：「化合物検索」を使う(1)

①トップページ左の
メニューから、
「化合物検索」
を選択

※この化合物データは、『化学便覧 基礎編 改訂6版』
４2節、5.1節の内容をデータベース化したものです。
引用する場合の出典は『化学便覧 基礎編 改訂6版』
としてください。
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②複数の化合物を同時
に見たいときはここ
をチェック



アセトアニリドの合成：「化合物検索」を使う(2)
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※ CAS RN🄬🄬（CAS登録番号）は、世界的に利用されている、個々の化学物質に固有の識別番号です。
『化学書資料館』収載の『化学便覧 基礎編』では、この番号を利用して、化合物名の表記ゆれに
左右されない検索を行うことができます。

【化合物名で全文検索】

化合物の基本的な
性質が確認できる

この画面からさらに他の
書籍へ飛ぶことも可能

【CAS RN🄬🄬で検索】

3Dモデルや関連サイ
トへのリンクも掲載

【3Dモデル表示】



アセトアニリドの合成：「標準化学用語辞典」

①アセトアニリド
を検索

③ 検索窓に入力した語は黄色
のマーカーで示される

④ 緑の用語をクリックすると
「化合物検索」へ

② マークがついている語は、
『学術用語集 化学編（増訂2版）』
掲載語

18



アセトアニリドの合成：「実験化学講座」を使う
① アセトアニリドを

検索

③ 巻や項目のタイトルを参考に、
閲覧するページを選択

② 38件のキーワードが
Hit！

④ 項目をクリックして
該当ページを閲覧
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アセトアニリドの合成：「目次検索」の活用

「ろ過」は、
キーワード検
索では257件が
Hit！

現在は「キーワード」に
チェックがついている

「目次から」に
チェックをつける

「目次から」で検索すると、
24件まで絞り込めた
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アセトアニリドの合成：目次から調べる

『第5版 実験化学講座』の「基礎編」は、
新しい実験を安全に始める際にぜひ読んで
おきたい１冊

目次を眺めることで、知りたい内容の
構造を理解できる
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実験準備例② キレート滴定の実験

エチレンジアミン四酢酸（EDTA）を用いたキレート滴定により、
水道水中のカルシウムイオン（Ca2+ ）濃度を求める。

操作１．水道水のpHの調整（pH 12～13の塩基性とする）
操作２．EDTA標準液を用いたCa2+濃度の滴定

その他､ この実験背景を知る。
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キレート滴定の実験：キレート滴定を検索

10件がHit！
1版(初版)にキレート滴定
の実験についての記述を
見つけることができた

「詳しい説明のある項目のみ検索」
チェックボックスをオンにする
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キレート滴定の実験：キレート滴定を検索

基礎的な内容を扱った
記述のみが検索できる

「分野指定」ボックスより、
「基礎技術」を選択
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[活用法] 「化学便覧応用化学編」の「環境」を読む

第6版・第7版はテキストデータを
取り出すことができる
＊引用の際は、書籍と同様に出典を明記して
ください

※『実験化学講座 第5版』『化学便覧
基礎編』もテキストデータを取り
出すことができます

「水質」で検索
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[まとめ] 「化学書資料館」活用ポイント

1）まずは『化合物検索』と『標準化学用語辞典』
2）物性データは、『化合物検索』→『CAS RN®検索』で調査
3）化合物名だけでなく、関連するキーワードでも検索
4）『実験化学講座』では、第5版「基礎編」、第4版および

新実験化学講座（第3版）の「基本操作」に注目
5）検索対象の絞り込み機能を活用。 『実験化学講座』では、
「分野の絞り込み」と「目次検索」が便利

6）考察のネタには『化学便覧応用化学編』
7）古い版の実験化学講座を参照するときは、念のため用語や概

念を他の書籍で確認
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1)『第5版実験化学講座』基礎編Ⅰ「実験・情報の基礎」
☞ 実験テクニックの予習、心構えなどが充実しています。レポートを作成
する際には、3.3節「化学情報の発信」や4.2節「化学で使われる量の単
位と記号」などが役に立ちます。

2)『第4版実験化学講座』基本操作[1] 1.3「実験データの扱い方」
☞ 実験の前に、ぜひ読んでおいていただきたい内容です。

3)『化学便覧基礎編改訂6版』1章「物理定数と諸単位」
☞ 単位の理解は、化学だけでなく理工系のすべての分野で重要です。

4)『化学便覧応用化学編第７版』1.5節「化学技術史年表」
☞ 18世紀以降、とくに20世紀の業績を中心に年代順に掲載されており、
関連分野のとの関わり合いも見えてきます。

[参考] 「化学書資料館」おすすめの内容
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